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N
⑥市民憲章

し

は
誇
帰
す
す
す

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にIモ
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての§
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしまで
心と体をきたえ生き牛宍と働き伸びゆくあびこにしまで
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまて
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

ロ

3‘

，「 今年度は

駅前回り壱雪鬮

市
長

我
孫
子
駅
前
の
土
地
区
画
整
の
ご
協
力
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、

理
事
業
の
完
成
は
、
市
政
の
最
ま
た
市
の
黄
重
な
財
源
を
有
効
に

も
重
要
な
課
題
で
す
。
使
う
た
め
に
も
、
早
期
の
完
成
が

区
画
整
理
の
計
画
決
定
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
年
も
の
年
月
が
た
ち
ま
し
た
未
解
決
の
難
問
題
に
対
し
て
は
、

が
、
す
で
に
移
転
さ
れ
た
方
々
私
が
直
接
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

早
期
事
業
完
成
に
向
け
て

’ ’

市
長
福
嶋
浩
彦

の
ご
協
力
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
か
る
見
通
し
で
す
。
し
か
し
、

ま
た
市
の
黄
重
な
財
源
を
有
効
に
少
な
く
と
も
「
駅
前
広
場
」
と

使
う
た
め
に
も
、
早
期
の
完
成
が
「
駅
前
通
り
」
は
最
重
点
に
し
て

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
完
成
を
早
め
ま
す
。

未
解
決
の
難
問
題
に
対
し
て
は
、
ま
た
、
駅
前
と
手
蛮
沼
公
園

私
が
直
接
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
横
の
市
有
地
に
ど
ん
な
施
設
を

お
会
い
す
る
機
会
を
埴
や
し
、
解
作
る
の
か
を
含
め
、
駅
周
辺
か

決
し
た
と
こ
ろ
か
ら
着
実
に
エ
事
ら
手
黄
沼
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
な

を
進
垣
１
日
も
早
い
完
成
に
全
街
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
鱗
想

力
を
あ
げ
ま
す
。
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
現
状
か
ら
判
断
し
て
、
事
我
孫
子
の
「
顔
」
と
な
る
よ

業
全
体
を
完
成
さ
せ
る
に
は
、
ど
う
な
、
す
ば
ら
し
い
街
並
み
に

ん
な
に
急
い
で
も
５
年
程
度
は
か
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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我
孫
子
駅
前
（
南
口
）
土
地
区
画
整
理
事
業
は
昭
和
妃
年
の

事
業
計
画
の
公
告
以
来
加
数
余
年
が
経
過
し
、
建
物
移
転
は
約

９
割
が
完
了
。
今
号
で
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
と
会
後
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
地
権
壱
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
都
市
改
造
課
Ⅱ

ゞ
｜
は
、
借
地
権
な
ど
の
複
雑
な
権
利

遅
れ
の
要
因
は
騨
辮
》
牌
纈
雛
腰

に
ど
、
厳
し
い
状
況
も
あ
り
、
雌
航

我
孫
子
駅
前
（
南
口
）
土
地
区
し
て
い
ま
す
。

画
整
理
事
業
は
、
た
い
へ
ん
長
い
そ
れ
で
も
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、

年
月
を
要
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
建
物
移
転
は
平
成
７
年
３
月
末
現

そ
の
一
番
の
要
因
は
、
区
画
整
在
で
、
対
象
と
な
る
３
２
２
戸
の

理
の
区
域
を
小
さ
な
工
区
に
分
け
う
ち
２
８
８
戸
の
移
転
が
完
了
し
、

て
順
番
に
完
了
さ
せ
な
が
ら
進
む
進
捗
率
は
銅
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し

の
で
は
な
く
、
広
い
区
域
を
一
体
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
画
街
路
の

と
し
て
進
め
て
き
た
こ
と
に
あ
り
整
備
は
、
ほ
ぼ
完
了
に
近
い
形
態

ま
す
。
と
な
り
ま
し
た
。

当
然
権
利
者
の
数
も
多
く
な
り
、
事
業
の
完
成
ま
で
今
一
歩
の
と

移
転
な
ど
の
交
渉
や
権
利
関
係
の
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

調
整
も
た
い
へ
ん
な
作
業
と
な
り

ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
一
番
肝
心
な
駅

前
広
場
や
駅
前
通
り
な
ど
の
整
備

が
遅
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
長
い
今
年
度
住
工
事
及
び
建
物
移

間
不
便
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
転
費
と
し
て
約
２
億
７
０
０
０
万

し
ま
い
ま
し
た
。
円
を
計
上
し
、
整
備
が
遅
れ
て
い

未
移
転
建
物
の
交
渉
に
つ
い
て
る
駅
前
通
り
西
側
部
分
等
の
都
市

｜土地区画整理事業の経過 遅
れ
の
要
因
は
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駅前区画整理についての説明会開催

（市制施行）

事業区域の都市計画決定

（常磐線複々 線化）

事業計画承認

（成田線電化）

事業計画を公告

実施計画承認

本工事着工

駅南口広場の一部が完成

駅前通りの歩道の一部が完成

実施計画変更

1

区
鰯 鰯

識
鰯
鰡

吟
年
張
事
罐

◎
区
画
整
理
と
は
駅
ビ
ル
建
設

等
の
再
開
発
事
業
と
違
い
、
一
定

の
地
区
の
宅
地
の
整
形
や
道
路
・

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
生

活
が
で
き
る
街
づ
く
り
を
行
う
こ

と
で
す
。
な
お
、
公
共
施
設
は
地

区
内
の
地
権
者
な
ど
か
ら
、
一
定

げ
ん
ぶ

の
土
地
を
提
供
（
減
歩
）
し
て
頂

き
整
備
し
ま
す
。

ｅ
、
⑳
②

現
在
の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る

と
、
こ
の
事
業
の
遅
れ
が
、
市
の

財
政
に
あ
た
え
る
影
響
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
に
活
用
し
て
、
権
利
関
係
が

解
決
し
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
同
意

を
得
ら
れ
た
区
域
な
ど
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
蒲
実
に
工
事
を
進
め
、

１
日
も
早
い
事
業
の
完
成
を
目
指

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
地
権
者
を
は
じ
め
、
関
係
者
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
改
造
課
云

（
記
）
１
１
７
１

一
嘉
塵

計
画
道
路
工
率
（
下
図
参
照
）
や

街
区
整
地
エ
率
、
上
水
道
工
事
、

駅
前
広
場
の
排
水
管
敷
設
工
率
な

ど
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
建
物
の
移
転
交
渉
に
つ

い
て
は
、
駅
前
広
場
予
定
地
な
ど

を
中
心
に
進
め
、
移
転
が
完
了
し

た
後
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
整
備
い
た
し
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

完成予想図 至天王台・布佐

÷至相

’ 我孫子駅

」 ＆

凡例

一区画鐙理区域

｢－－－．整備済み道路･駅前広鳩

｢－－－ｺ今年度雛備予定巡路

0

に二コ
｜
I

駅前通り（都市計画近路駅前線）升

下 総基地の米軍機使用絶対反対 １
１
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平
成
６
年
度
の
ゴ
ミ
の
量
は
、

皆
ざ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
前
年
度

に
比
べ
詔
ト
ン
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
化
率
も
奉
・
６
％

と
過
去
最
高
と
な
り
、
ゴ
ミ
の
分

別
が
着
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

今
後
も
、
ゴ
ミ
の
減
量
に
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

－

可
燃
ゴ
ミ
を
焼
却
し
て
出
る
焼

却
灰
は
年
間
約
４
０
０
０
ト
ン
に
の

ﾝ聖イグナチオスペイ ゴ
皇
の
翻
昌
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
錨
追
に
ご
協
力
壱

少年少女合娼団コンサート
我孫子第一小学校合唱団も出演します

共演をお楽しみに

ス
ペ
イ
ン
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
少
年

少
女
合
唱
団
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
持

つ
情
熱
的
な
感
情
と
郷
愁
あ
ふ
れ

る
傭
緒
、
そ
し
て
バ
ス
ク
地
方
の

歌
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
極
め
て

表
現
力
豊
か
な
舞
台
で
観
客
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。

市
民
会
館
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

脚

却
灰
の
減
通
も
重
要
と
考
え
、
昨

年
、
焼
却
灰
溶
融
炉
を
完
成
し
、

焼
却
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
可
能
に

し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
焼
却
灰
を
高
温

で
溶
か
し
、
減
還
・
無
害
化
す
る

も
の
で
、
発
生
す
る
ス
ラ
グ
は
建

築
・
土
木
資
材
に
利
用
で
き
ま
す
。

焼
却
灰
対
策
と
し
て
は
画
期
的

な
施
設
で
す
が
、
分
別
が
正
し
く

行
わ
れ
な
い
場
合
、
焼
却
灰
に
不

純
物
が
混
入
し
て
施
設
へ
の
負
担

が
増
大
し
た
り
、
ス
ラ
グ
の
成
分

が
均
一
に
な
ら
ず
に
利
用
が
制
限

さ
れ
る
な
ど
、
問
題
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
分
別

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
生
ゴ
ミ

が
約
訓
％
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
す
る
と
、
花
や

我
孫
子
第
一
小
学
校
合
唱
団
が
焚

助
出
演
し
ま
す
。
第
一
小
学
校
で

は
、
合
同
合
唱
曲
「
と
お
り
や
ん

せ
」
な
ど
の
練
習
に
、
合
唱
団
員

が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

合
唱
組
曲
「
カ
ル
メ
ン
」
や
童

謡
、
第
一
小
学
校
合
唱
団
と
の
共

演
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

イ
ク
ル

付
事

業と

野
菜
づ
く
り
に
利
用
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
３
年
度
か
ら
生

ゴ
ミ
堆
肥
化
容
器
購
入
に
つ
い
て
、

３
０
０
０
円
を
限
度
に
費
用
の
３

分
の
２
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
補
助
を
行
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

補
助
の
受
給
方
法
等
、
詳
し
く

は
生
活
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

ノ
、
だ
さ
い
。

使
い
捨
て
容
器
の
は
ん
ら
ん
や
、

▼
日
時
７
月
晦
日
（
土
）
、
開
場

…
午
後
２
時
卸
分
開
演
．
：
３
時

▼
場
所
市
民
会
館

▼
入
場
料
Ｓ
席
．
：
２
５
０
０
円

Ａ
席
２
０
０
０
円
（
以
上
指
定
席
）

Ｂ
席
１
５
０
０
円
（
自
由
席
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
蛮
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、
石
川

春
光
堂
、
あ
び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ

ピ
ー
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が

り
、
図
書
館
湖
北
台
・
布
佐
分
館
、

中
央
公
民
館
、
柏
そ
ご
う
へ
柏
高

島
屋
、
取
手
と
う
き
ゅ
う

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
登
（
理
１
１
５
１

Ｏ
Ａ
機
器
の
普
及
に
伴
う
事
業
系

ゴ
ミ
が
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄

物
は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
処

理
ま
た
は
再
生
利
用
、
及
び
減
量

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
分
別
の
徹
底
や
廃

棄
物
の
減
量
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
建
設

後
翠
年
が
経
過
し
、
焼
却
施
設
の

耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
か

ら
能
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
国
・
県
か
ら

砂

ト
ー
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１
１
１
，
８
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
９
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ト
ー
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
，
■
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｐ
ｌ

の
補
助
金
や
厚
生
年
金
・
国
民
年

金
の
種
立
金
運
元
融
査
を
受
け
、

平
成
６
年
度
か
ら
８
年
度
の
３
年

間
を
か
け
て
、
焼
却
炉
や
ク
レ
ー

ン
等
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

査
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
あ
や
め
ま
つ
り
。
リ
サ
イ
ク
ル

イ
ベ
ン
ト

▼
日
時
。
場
所
６
月
狙
日
（
日
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時
、
手
賀

|’

沼
公
園
多
目
的
広
場
（
た
だ
し
、

雨
天
の
場
合
は
窃
日
に
延
期
）

坐
抽
選
会
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
．

家
具
・
そ
の
他
リ
サ
イ
ク
ル
品

争
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
無
料
配
布

品
廃
食
油
か
ら
の
石
け
ん
作
り
実

演
そ
の
他

◎
千
葉
県
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
茄

月
に
開
催
を
予
定
）

最
抽
選
会
、
石
け
ん
無
料
配
布
、
生

ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
実
演
等

園
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
壷

（
師
）
０
０
１
５

医療費通知を

送付します

’’
0

ゴ
ミ
の
量
の
推
移

焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル

種別
年度

可燃ゴミ

不備ゴミ

資源

合計

貴源化率

平成4年度

30,969トン

2,414トン

10,095トン

43,

23.2％

平成5年度

31.391トン

2,623トン

10,714トン

44,728トン

24.0％

平成6年産

31,130トン

2,861トン

11．687トン

45,678トン

25.6％

補生

ゴ
ミ
リ
サ

助
金
交

市
で
は
、
市
民
参
加
の
も
と
験
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
▽
選
定
方
法
選
考
委
員
会
に

で
、
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
調
査
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
よ
り
選
定

策
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
癒
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

こ
の
計
画
住
長
期
的
な
視
▼
募
集
人
員
哩
名
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

野
に
立
っ
て
今
後
の
一
般
廃
棄
▼
応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
に
「
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ

捌
噸
職
鯉
鯆
廃
棄
物
基
本
問
題
靴
堪
砿
溌
証

唾
慧
蕊
蕊
調
査
会
委
員
を
募
集
難
溌
龍
識

ら
意
見
を
伺
う
も
の
で
、
市
民
の
方

番
号
、
各
種
団
体
に
属
し
て
い

の
代
表
を
は
じ
め
学
識
経
験
者
▼
任
期
２
年
（
会
議
は
年
３
回
る
方
は
団
体
名
を
明
記
し
、
７

事
業
者
、
学
校
等
の
代
表
者
な
程
度
開
催
）
月
、
日
（
月
・
消
印
有
効
）
ま

ど
約
加
名
で
橘
成
さ
れ
ま
す
。
▼
報
酬
会
議
出
席
１
回
に
つ
き
で
に
中
峠
２
２
６
４
生
活
環
境

皆
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
と
経
６
５
０
０
円

課
庶
務
係
盆
（
師
）
０
０
１
５
へ

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

焼
却
施
設
の
基
幹
的
整
備

口

景
観
形
成
推

進
懇
話
会
が

ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

景
観
形
成
推
進
懇
話
会
は
、
識
経
験
者
の
方
々
に
検
討
し
て
い
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
が
景
観
形
成
を
ど
う
進
め
て
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
懇
話
会
で
は
、

い
く
か
を
へ
市
民
の
代
表
と
学
５
月
９
日
の
懇
話
会
で
は
、
天
昨
年
の
活
動
を
も
と
に
、
景
観
一

王
台
駅
、
柴
崎
台
中
央
公
園
、
東
形
成
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見

源
寺
を
中
心
に
天
王
台
駅
北
口
地
を
取
り
ま
と
め
「
中
間
提
言
書
」

区
を
見
て
歩
き
、
良
好
な
街
並
み
、
と
し
て
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

改
善
し
た
い
点
な
ど
に
つ
い
て
意
市
で
住
懇
話
会
の
提
言
を

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
踏
ま
え
、
人
と
自
然
が
共
生
で

ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
様
き
る
量
観
づ
く
り
を
進
め
て
い

子
と
委
員
か
ら
の
意
見
を
ま
と
め
き
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ
ん

た
も
の
を
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
湖
北
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
区
公
民
館
及
び
布
佐
支
所
で
６
▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

月
調
日
（
金
）
ま
で
掲
示
し
て
い
ま
都
市
対
策
係
垂
弱
）
１
１
１
１

リ
サ
イ
ク
ル
・
イ

ベ
ン
ト
の
開
催

中小企業者の皆さんへ種 類

運転 演金

設備資金

大
型
店
進
出
対
策
資
金

特
別
小
口
資
金

運転資金

トュ岬画基一，皿

運転資金

設備涜金

限度額

1‘000万円
以内

1,500万円
以内

1,000万円
以内

2,000万円
以内

500万円

以内

貸付期間

60か月
以内

84か月

以内

60か月

以内

84か月

以内

36か月

以内

60か月

以内

融資利率

12か月以内

（3.8％）

13～36か月

以内

（4.3％）
37～60か月

以内

（4.5％）

61~84か月

以内

(4.7％）

３
月

平
成
７
年
加
月
か
ら

ｎ
月
診
療
分

平
成
８
年
1

月

平
成
７
年
８
月
か
ら

９
月
診
療
分

11

月

平
成
７
年
６
月
か
ら

７
月
診
療
分

９
月

平
成
７
年
３
月
か
ら

５
月
診
療
分

平
成
７
年
６
月

平
成
６
年
岨
月
か
ら

平
成
７
年
２
月
診
娠
分

通
知
時
期

画

通
知
内
容
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一般会計予算執行状況(表1）
一

|／平成6年度
I

I

’一

例

昨
年
４
月
に
２
５
６
億
１
１
０

０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
６

年
度
予
算
は
、
年
度
途
中
に
３
回

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
５
年
度
か
ら
繰
り
越
さ

れ
た
事
業
の
繰
越
額
は
２
億
５
７

７
１
万
円
あ
り
、
こ
れ
を
加
え
た

予
算
現
額
は
２
６
８
億
２
９
０
９

万
円
に
な
り
ま
す
。
（
表
１
参
照
）

収
入
は
、
５
年
度
に
比
べ
て
合

計
で
、
対
前
年
度
比
０
．
５
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
見
込
み
で
す
が
、
歳

入
の
中
心
で
あ
る
市
税
は
、
鍛
気

浮
揚
策
と
し
て
の
減
税
措
證
に
よ

り
、
少
な
く
な
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
支
出
は
経
常

的
経
費
を
中
心
に
節
減
を
行
う
一

方
で
、
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
改
造
、

市
民
農
園
の
設
置
を
は
じ
め
、
我

孫
子
市
民
プ
ラ
ザ
の
設
霞
や
天
王

台
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
、
市
民

0

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
の

納
め
た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
６
年
度
の
決
算
見
込
み
か
ら
み

た
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

一
般
会
計

生
活
に
直
接
関
係
す
る
事
業
を
推

し
進
め
た
結
果
、
合
計
で
０
．
２

パ
ー
セ
ン
ト
瑠
加
す
る
見
込
み
で

す
。

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た

差
額
は
ｎ
億
円
程
度
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
収
入
か
ら
７
年
度

に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
２
億

６
２
１
８
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
は
、
８
億
円
程
度
に
な
る

見
込
み
で
す
。

市
が
各
種
の
事
業
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
に
は
多
く

の
費
用
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
皆
ざ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
市
税
の
ほ
か
、

国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金
で
あ

る
市
憤
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
一
二
一
二
二
』

市
民
負
担

の
状
況27億7637万円

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
で
、

一
般
の
歳
入
・
歳
出
と
は
別
の
会

計
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
設

特別会計予算執行状況

特
別
会
計

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
表
２
参
照
）

６
年
度
末
現
在
で
は
、
６
会
計

が
設
け
ら
れ
、
一
般
会
計
と
は
経

理
を
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
市
が
企
業
と
し

て
経
営
す
る
独
立
採
算
制
の
事
業

で
、
公
営
企
業
会
計
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

収
入
的
収
支
は
、
水
の
供
給
事

業
を
主
体
と
し
た
経
営
活
動
の
収

支
で
あ
り
、
資
本
的
収
支
は
、
配

水
管
布
設
、
地
震
対
策
に
伴
う
布

設
替
え
等
水
道
施
設
建
設
や
改
良

な
ど
の
収
支
で
す
。
（
表
３
参
照
）

収
益
的
収
支
の
不
足
分
健
こ

れ
ま
で
糠
み
立
て
た
利
益
剰
余
金

で
、
責
本
的
収
支
の
不
足
分
に
つ

い
て
は
、
過
年
度
分
掘
益
勘
走
留

水
道
事
業

り

’

(表3） 水道事業会計

’
０
１
０
咽
１
日
’
Ⅱ
咽
Ⅲ
川
Ⅱ
川
川
Ｈ
Ｈ
い

保
黄
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

4

1W

昨
年
９
月
、
日
本
自
動
車
連
盟

が
行
っ
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率

の
調
査
で
住
全
国
平
均
が
“
％
、

千
葉
県
に
お
い
て
は
犯
・
４
％
と

最
も
低
く
全
国
最
下
位
の
不
名
誉

０
万
円
＊
ふ
る
さ
と
手
寅
沼
ふ

れ
あ
い
計
画
推
進
基
金
１
億
円

＊
国
際
交
流
基
金
３
９
０
０
万

円
＊
社
会
福
祉
事
業
基
金
４

億
１
１
０
０
万
円
＊
緑
の
基
金

２
億
４
０
０
０
万
円
＊
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
５
５
０
０
万
円

＊
清
掃
エ
場
建
設
基
金
１
億
円

＊
成
田
線
複
線
化
整
備
基
金
３

０
０
０
万
円

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
は
、
法
的

に
義
務
付
け
ら
れ
、
誰
で
も
知
っ

て
い
る
こ
と
で
す
麺
「
面
倒
」

怠
ゅ
う
く
つ

「
窮
屈
」
「
安
全
運
転
だ
か
ら
大

丈
夫
」
な
ど
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
か

▼
受
験
資
格
昭
和
印
年
５
月
２

日
か
ら
同
詔
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
▼
試
験
日
９
月
、
日
（
且

▼
試
験
科
目
教
養
・
適
性
試
験

及
び
作
文

広
報
あ
び
こ
５
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
「
用
途
地
域
指
定
替

え
に
関
す
る
公
聴
会
」
の
開
催
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
課
及
び
県
都

市
部
計
画
課
で
素
案
縦
覧
を
行
い

》
棚
謹
製

⑳
⑳
圃
圓
②
怠
亀

用
途
地
域
指
定
替
え
に
関
す

る
公
聴
会
は
中
止
し
ま
す

心

ら
身
を
守
る
大
切
な
命
の
綱
。
車

に
乗
っ
た
ら
す
ぐ
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
奉
孟
）
１
１
１
１

▼
受
付
期
間
６
月
釦
日
（
金
）
か

ら
７
月
７
日
（
金
）
ま
で
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
申
し
込
み
等
詳
し
く
は
、
人
事

院
関
東
事
務
局
壷
０
３
（
３
２
１

４
）
１
６
２
１
へ

ま
し
た
が
、
期
間
中
、
公
述
申
出

番
の
提
出
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
７
月
６
日
に
予
定
し
て
い

た
公
聴
会
は
中
止
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

f
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収 入

市税

地方醸与税

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市債

そ の他

合計

予算現額

170億2136万円

7億1720万円

5億20

4億9433万円

4億1840万円

18億3943万円

6億4632万円

6445万円

8億6380万円

25億590万円

17億3692万円

268億2909万円

収入済額

172億5065万円

7億2761万円

5億

4億8776万円

4億1578万円

18億1770万円

5億1441万円

6253万円

8億6380万円

25億5860万円

18億5641万円

270億7678万円

執行率(％）

1013

101.5

100.1

98．7

99.4

98.8

79.6

97.0

100.0

102.1

106.9

100．9

支 出

区分

議会費

総務費

民生費

衛生賀

膿林水産業饗

商工費

土木費

消防費

教育費

公使費

予備費

合計

予算現額

3億9649万円

52億4852万円

46億2034万円

28億2866万円

4穂4380万円

2億8751万円

55億9844万円

13億158万円

33億426万円

27億8198万円

1751万円

268億2909万円

支出済額

「

3億7822万円

51億3557万円

45億3017万円

4億3443万円

2億8417万円

51億9184万円

12億9310万円

32億156万円

27億6955万円

259億9498万円

執行率(％）

95．4

i97．8

98.0

98．2

979

98．8

92－7

99．3

96．9

’99．6

96.9

区分

国民健康保険事業

土地区画整理事業

公共下水道事業

手濁沼浄化事業

老人保健

公共用地

先行取得事業

合 計

予算現額

43億3540万円

4億1643万円

29億9790万円

1億9300万円

44億7057万円

1億3080万円

125億4410万円

収入済額

42億2076万円

4億1660万円

30億6983万円

1億9503万円

43値8235万円

1億3003万円

124億1460万円

支出済額

39億4856万円

2億5241万円
寺

27億2979万円

1億9056万円

43億8235万円

1億3003万円

116億3370万円

I

I

F=1市債現在高（元金）

[二コ債務負担行為未払い残高
．（元・利金）

’
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ト
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０
０
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４
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千
万
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、

年度4年5年6年

賛
に
充
て
る
た
め
に
、
市
が
借
払
い
を
約
束
す
る
も
の
で
す
。

り
入
れ
る
借
金
で
す
。
い
ず
れ
も
、
年
々
増
加
の
傾

憤
務
負
担
行
為
は
、
エ
期
が
向
に
あ
り
、
恢
垂
な
査
金
計
画
．

数
年
に
渡
る
工
事
の
契
約
な
ど
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

市
憤
は
大
規
模
な
事
業
の
経
の
よ
う
に
、
次
年
度
以
降
も
支

市
債
。
債
務
負
担
行
為
の
推
移

１
８
１
徳
’
千
万
円

師
億
３
千
万
円

“
億
４
千
万
円

１
９
２
億
７
千
万
円

閖
億
４
千
万
円

区分

収益的収入

収益的支出

差引

Ⅸ入

資本的支出

差引

予算現額

24低‘1019万円

28億3312万円

－3億9293万円

17億9478万円

25他2198万円

－7億2720万円

決算見込額

23噸994万円

26瞳3837万円

－2億5843万円

16億9112万円

21億388万円

－4鯨1276万円

執行率(％）

97.5

93.1

94.2

一

市議会定例会日程
平成7年第2回市議会定例会は、6

月13日(火)に開会されました。

6月19日(月)以降の日程は、次のと
おりです。

◎6月19日(月)から21日(水)まで一般
質問

◎6月22日（木）総務企画常任委員会、
環境経済常任委員会

◎6月23日（金）文教民生常任委員会、
都市建設常任委員会

◎6月26日（月）予算審査特別委員会
◎6月27日（火）議会運営委員会、委
員長報告、討論、採決、閉会

し問い合わせ議会事務局
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高橋久瑠美ちや
（天王台・1歳1か月す 少曰時毎週月曜日午後3時から

4時30分

医場所根戸迩燐センター

レ参加蜜月額3500円

し申し込み・問い合わせ電話で

権藤公(84)3894へ

※ジャズ体操の無料体験も可能

こ
や
か
ち
や
ん

ｑ
到
一
・

‐

一
口

一

一

司
国
ｍ
Ｆ

や
＜暦

国圏圓園12』

大自然のおいしい空気をからだ

いっぱい吸いこんで、夏休みの楽

しい思い出を作りませんか。 昨年8月からスタートした防災

伝日程7月29日(土)から7月30保健センターで行うr子宮がん行政無線のチャイム放送は、夏季

日(日)の1泊2日検診」は、定員になりましたのでを除いて午後5時で放送してきま己a回国
おかあさんの手作りで安心なお伝場所福島県那須甲子少年自然締め切ります。なお、検診を希望した。今後もチャイム放送の時刻

いしいおやつを作ってみませんか。の家される方は市内委託医療機関で直は年間を通じて午後5時に放送し1

日時6月29日(木)午前10時か惨対象小学校4年生から中学校接受診してください。てまいります。皆さんのご協力をヤーニー‐

ら 正午3年生まで※委託医療機関の一覧は、5月16お願いします。

し場所天王台北近隣センターし参加費1人1万円日号の広報をご参照ください。凸問い合わせコミュニティ課

し定員先着24名(材料費200円）世定員先着90名惨問い合わせ保健センター

’持参三角きん、エプロン、筆し申し込み・問い合わせハガキ

記用具に住所、氏名、性別、電話番号、 7月より「改正道路運送車両法」

４
１
４
剣

し申し込み．問い合わせ電話で学校名、学年、保護者名を明記し、干葉県教育委員会では、平成7が施行されます。これは自動車の

市民生活課云(85)1111内線329へ我孫子1684教育委員会社会教育課年度教科書展示会を次のとおり開検査．点検整備制度を簡素化し、

青少年係金(85)1151へ催します。国民負担の軽減につながる規制緩伝場所天王台北週隣センター

どうぞお気軽にご利用下さい。和を行うものです。しかしその一傍定員先着24名
?

垂董格市内在住の男性で3回続し日時・場所7月9日(日)午前 シ期間月曜日を除く6月29日方で自動車の安全を確保するため

(木)から7月11日(火）（ただし11使用者の自己管理責任がいっそうけて参加できる方9時30分、市民体育館歩勤務時間午前10時から午後4

伝参加費1.600門（材料費）シ種目一般男・女シングルス、時、週2日（ただし平成8年2月日は午前中のみ）重要となります。

|星薑貫
エプロン、三角きん、筆一般男・女ダブルス、高校生男・・3月は土曜・日曜・祝日を除く惨時間午前9時から午後4時30※詳しくは、千葉陸運支局壷043

女シングルス毎日）分（242）7338または習志野自動車検

＞申'し込み・問い合わせ電話で惨参加資格市内在住者少資格簿記検定3級以上の資格伝場所・問い合わせ柏中央公民萱登録事務所壷0474(66)2415へ

⑬⑤⑨圃圖
惨参加黄シングルス500円､ダブ所有者、年齢30歳位までの方館云(64)1811へ企画課盆(85)1111内線211へ

ルス1000円（ただし高校生シングし募集人員1名

ルスは300円）〃申し込み・問い合わせ履歴雲 や我孫子市緑化推進協力会様より

シ目時．場所7月S日(土)午前レ申し込み・問い合わせハガキに必要事項を明記し、6月23日伝曰時6月29日(木)午後1時緑の基金にと50万円の寄付があり
10時から正午、市民会館に大会g、種目、住所、氏名、電（金）までに寿1の13の27市商工会し場所柏保健所ました。

｡

伝溝師坂口言割圭子氏話番号を明記し、6月23日（金．丑(82)3131へ郵送または持参芦医師野崎忠信氏

少対象小学校4年生から中学生必着）までに、つくし野3の13の 似申し込み．問い合わせ電話で

6月22日(木)までに柏保健所保健し定員先着50名302橋本國江云(84)9549へ

凸曰時7月1日(土)､7日(金)、指導課壷(67)1255へ伝参加蚕無料

シ申し込み・問い合わせ電話で 15日(土)、28日(金)、8月1日

市民図書館本館念(84)1110へシ日時・場所7月11日(火)午前（火）、21日(月)、9月2日(土)、

16金
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

17土

10時30分開演、市民プラザ16日(土)、10月21日(土)、11月4

鶴し内容日本の歌、オペラ・アリ曰(土)､18日(土)､12月2日(土)、
■■■■■■■■■■■■■

，し固程7月13日(木)から7月15ア（曲目：この道、私のお父さん）16日(土)、平成8年1月20日(土）

６
月

白(土)の2泊3日 とピアノ（曲目：革命）いずれも午後1時から4時 ■

少場所あすなるの里（茨域県）し参加愛700円（手作りケーキ、シ対象市内在住の18歳以上の方

し対象学陳に行けないで悩んで紅茶付き）伝定員30名（応塞者多数の場合

蕊
いる小学校4年生から中学生までシ託児先着20名（予約者のみ2は抽選）

し参加愛無料歳以上800円）し内容ワープロ、表計算、デー

修申｛し込み・問い合わせハガキ※2歳未満は、ご相談ください。タベースを用いてパソコンの利用

に、住所､氏名、性別、電話番号、傍申し込み・問い合わせ電話で方法を模索する。

学梗名、学年、保護者名を明記し、7月10日(月)までに酒井合(63)07ケ申し込み・問い合わせ往復ハ

：
6月80日(金)までに我孫子1684教52へガキに住所、氏名、年齢、性別、

育委員会指琴宕(85)1151‘へ 電話番号、開放講座希望を明記し、

6月21日(水)までIこ新々田172県

伝曰時・場所6月25日(日)午前立布佐高等学樹||上云(89)4051へ

屡日時6月25日(日)午後1時か10時から午後4時30分、県労働者

ら4M時(参加無料）福祉センター（干葉市）
1

1

ｲ

陳場所船橋市女性センター ※詳しくは、干葉県母親連絡会盆し日時・場所7月16日(日)午前

シ内容講演..．「干葉県の視覚陣043(273)3844へ 10時から午後3時、松戸市民会館

害壱リハビリテーションの現状と

課題J、体験コーナ一

ケ申し込み直接当日会場で受け

回国回國
惨対象おおむね40歳以上の方

し定員先着100名

惨内容経済計画を立てるポイン

ト（年金・保険編）ほか付け
I

少問い合わせ金子恋0474(65)66歩貢格20歳以上の方し参加蚕無料名

97し募集人員約100名伝申し込み・問い合わせ電話で
生

ザ業務内容担当調査区内の世帯（財)干葉県長寿ふれあいセンター

職

霧
お友達とお絵かきをしたり、ど

ろんこ遊びをしてみませんか。

伝公開日時6月23日(金)午前10

時から11時

歩場所・問い合わせ湖北台幼児

教室(おひさま保育室)冠(88)0185

０
０●
０

●
●●
●

●
■●
●

●
●●
●

●
●●
●

三

ジャズ体操仲間，第15回胄艇ｷｬﾝ釧者 6月30日(金)は、市・県民

税の第1期納付期限です。皆

さん忘れずに納めましょう。

なお、口座振替にしておく

と納め忘れがなく、便利です。

ぜひ、ご利用ください。

'一収税課恐(85)1111-

防災行政無線の
鳶放送時刻｢子宮がん検診｣は

締め切りました

消費生活講座

男棚剛帽らし0劃鯖座

回

1

2

3

日程

7月9日
旧）

7月16日

(日）

時間

午前9時

3腸から

正午

午後↑
から3
30分

時
時

内容

料理実習

洗濯の仕方、
干し方､アイ
ロンかけ

車検が変わります
教科書展示会

第3回我孫子市卓球選手権
(県民大会選考会）

商工会雛職員7月採用者

子どものための読書教室
r線香花火をつくろう」

こうけﾉU

｢膠原病難病相談」

日曜当番医｡1週間砺薑
一一

ﾃﾚﾎﾝｻーピｽ冠(85)1313

布佐高等学校開放講座
｢パソコン基礎｣講座生

アンダン テ

『午前10時の音楽会」

18⑤

19月

20火

21水

22木

23金

24土

ZSe

26月

27火

28水

29木

50金

言高震当舂戻＝テレホンサービス＝家庭の日

毎休日裁急歯科診厩日=休日救急歯科診痢所(市民会館内)9:00~11:30
画･結婚相麟＝社会福祉協議会10:00～14:00

画消費生活相駿＝市民生活課10:00～15:00

”心配ごと相鱗＝社会福祉協議会9:00～15:00
K動･市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
ずつつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～11
画市民図書館湖北台・布佐分館体

”消費生活相談＝市民生活課10:00～15:00

画市民図塞館湖北台・布佐分館休館

画市民プラザ休館
奇市民画趣館湖北台・布佐分館休館

"市民団露館湖北台・布佐分館休館

奇市役所閉庁(一部の施設は除く）

毎市民図書館湖北台・布佐分館休館

函日曜当番医＝テレホンサービス

毎休日敷急歯科診寮日=休日救急歯科認新(市民認内)9:00~11:30
画市民画審館湖北台・布佐分館休館

毎人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
画消費生活相肢＝市民生活課10:00～15:00
画心配ごと相談＝布佐市民センター9:00～15:00
匝万水道料金納入期限＝預金口座振替日

"市民会館・市民図書館・市民体育館・鳥の博物館休館
＝つつじ荘・西部福祉センター休館

函･法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画つつじ荘・西部福祉センター休館
画市民図璽館湖北台・布佐分館休館

童消焚生活相談＝市民生活課10:00～15:00
＝アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

金市民画室館湖北台・布佐分館休館

画市民図書館湖北台・布佐分館休館
日

一

〃国民年金保険料納期限＝口座振替円

童市民國重館湖北台・布佐分館休館

30(予約制）
1
1

壷税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
画消費生活相淡＝市民生活課10:00～15:00

毎酒害相談＝保健センター13:30～15:00

＝市民図唇館本館休館

”市役所閉庁(一部の施設は除く）

画少年の日

長期欠席児童。生徒
のためのサマーキャンプ

》
。
▲
じ
。

第38回千葉県母親大会
干葉県視覚障害者
リハビリテーション講演会

ライフプランセミナー
r経済計画講座｣受講生

国勢調査舅

きつあんしや

吃音者の集い


